公益社団法人　日本技術士会中部本部　　岐阜県支部　　　　　　　　　　　　　2015/07/29（水）
１．３月の岐阜県技術士会の解散のための臨時総会開催　3/7

　　・岐阜県技術士会の資産は岐阜県支部へ譲渡する

　　・岐阜県技術士会の権利、義務は岐阜県支部へ引き継ぐ

２．会計中間報告

　　・平成27年2月28日までの収支報告　
３．設立大会までの準備事項　　（以下の原稿を送信します）p2～10まで
　第１号報告　平成26年度　事業報告
　第２号報告　平成26年度岐阜県技術士会会計報告　監査：内田　達也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　保浩

　第３号報告　平成27年度活動方針

　第４号報告　平成27年度岐阜県支部予算
　第５号報告　平成27年度　岐阜県支部　組織

第1号報告　平成26年度　事業報告

· 平成26年5月総会、講演会

平成 26 年 5月 10 日（土） 13 時～ 17時

岐阜大学サテライト・キャンパス 大会議室 　出席者23名、委任状18名　
合計41名（会員78名）
提案・決議

＜第 1号議案  ＞ 平成 25 年度事業報告 

＜第 2号議案  ＞ 平成 25 年度会計報告 および「地域産学官と技術士の合同
セミナー」会計報告。合同セミナーの残金  51,335円は岐阜県技術士会へ繰り込み

＜第 3号議案 ＞ 平成 26年度活動方針

＜第 4号議案 ＞ 平成 26年度予算案 

＜第5号議案 ＞ 平成 26年度組織図

業務開発委員長の小野内氏が病気療養のため安田氏に交代し以外は変更なし。 

報告事項 　寺崎代表幹事

会員動向 ：平成 25 年度の 1年間で 退会者 6名、入会者6 名、 現在の会員数
 は76 名。今年度の行事日程。 
特別講演：「大学における教育と研究－ 岐阜大学工部・研究科の魅力アップに向けて 」

六郷 恵哲 先生 （岐阜大学 工学部 工学部長 社会基盤工学科 社会基盤工　　学科 教授 工学博士 ）
· ７月講演会

　　平成 26 年 7月 12 日（土） 13 時～ 17時

岐阜大学サテライト・キャンパス 大会議室 　出席者会員23名、非会員1名　

合計24名

会員講演：「楢葉町除染工事の報告 」

　　　　技術士　森川　英憲氏　（建設・総合技術監理部門）

来賓講演：「岐阜県の工業系試験研究機関」

　　　　岐阜県商工労働部　産業技術課　課長補佐　松原　弘一　氏

· ９月講演会

　　平成 26 年9月 6 日（土） 13 時～ 17時

岐阜大学サテライト・キャンパス 大会議室 　出席者会員26名、非会員15名　

合計41名

　　来賓講演：「小水力発電装置の普及と子供達の再生エネルギーへの関心」

　　　　　　有限会社・角野製作所　代表取締役社長　角野　秀哉　氏

　　来賓講演：「なぜ航空宇宙産業の推進なのか」

　　　　　　参議院議員　新妻 秀規 氏　（技術士・航空宇宙部門総合監理および防災士）

· 11月講演会

　　平成 26 年11月 1 日（土） 13 時～ 17時

岐阜大学サテライト・キャンパス 大会議室 　出席者会員14名、非会員0名　

合計14名

代表幹事挨拶の諸連絡（県支部設立への動き他）

· 岐阜県支部の会員は156名　賛同111名　賛同率71.2％　

· 来年の４月以降は4月から岐阜県支部役員が承認される7月まで空白期間が生じるが、予算は先行して暫定的に執行し、工業会と士業連絡協議会の年会費は中部本部で手当てする方針（渡邉本部長）
　　会員講演：「独ハンブルグの航空機産業クラスター および英ファボロ国際ショー」
　　　　　　技術士　田島　田島 暎久 氏　（航空・宇宙部門）
　　　　　　一般社団法人・中部航空宇宙産業技術センター コディネーター
　　会員講演：「養蜂－ミツバチの世界」
　　　　　　技術士　脇田　嘉宏　氏（農業部門）

　　　　　　岐阜県東濃家畜保健衛生所 技術課長補佐兼防疫係

· 平成27年1月講演会

平成 27 年1月 10 日（土） 13 時～ 17時

岐阜大学サテライト・キャンパス 大会議室 　出席者会員19名、非会員1名　

合計20名

代表幹事挨拶の諸連絡（県支部設立への動き他）

· 現在の岐阜県技術士会は、次回３月７日に「臨時総会」を開いて３月３１日付けの解散を決定する。
· 新しく発足する岐阜県支部に活動が移行するとともに資産が引き継がれる。
· 新岐阜県支部の幹事は、本部役員・地域本部役員選挙と同時に行われる県支部幹事選挙で決まる。

· 選挙日程は、2月2日・立候補受け付け、3月中旬～4月15日・投票、
4月16日・開票。

· 県支部長は、当選した県支部幹事の中から選び、中部本部役員会において承認される。

· このような一連の手続きを経て新しい岐阜県支部が発足するのは、７月下旬以降になる。

· 新岐阜県支部発足までの期間は中部本部として活動し、その間の活動費用は中部本部で負担される。
　 　会員講演：「ビッグデータとパーソナルデータに関する最近の話題」
　 　技術士　田中　秀和　氏　（情報工学部門）　　　大同大学　教授

来賓講演：「植物に学ぶ環境・エネルギー問題へのアプローチ」
　　 岐阜大学　名誉教授　箕浦　秀樹　氏

· 平成27年3月臨時総会、講演会

平成 27 年3月 7 日（土） 13 時～ 17時

岐阜大学サテライト・キャンパス 大会議室 　出席者会員　21名、非会員　1名　

合計　22名

臨時総会　提案・議決　　（出席者21名＋委任状24名　計45名（38名が過半数）
· 第１号議案　「岐阜県技術士会解散の件」

· 第2号議案　平成26年度岐阜県技術士会会計（中間）報告

会員講演：「岐阜県技術士会を振り返る」

　技術士　渡邊　好啓　氏　（機械、総合技術監理部門）

来賓講演：「金属材料における疲労破壊の基礎」

　岐阜大学　工学部　機械システム工学科　教授　植松　美彦　氏

· 士業連絡協議会
· 第27回　定期総会　　　　　平成26年7月  3日（木）午後6時～　　於：岐阜会館

· 第　１ 回　　協議会　　　　　平成26年9月  5日（金）午後6時～　　於：岐阜会館

· 第28回　親睦ゴルフ大会　平成26年11月6日（木）9:00～　

　　　　　　　　　　　　　　　　　やまがたゴルフ倶楽部美山コース　　　　　　参加者：62名

· 第　2回　協議会と会員交流会　平成27年3月19日（木）午後6時～　　於：岐阜会館

· 何でも相談フェア 　　　平成27年3月19日（木）午前10時～午後3時

技術士会相談員：瀧野　勝 氏　　　　　　　於：岐阜市役所

· ＷＧ活動

ＩＴ研究会　幹事　西牧　武彦　氏

· パソコンをツールとして上手く／楽しく使うためのワザ（パソコンの使い勝手の向上）とそれに必要なインターネット上の各種コンテンツ／ツールの活用を相互研鑽する。そして、パソコン利用スキルの向上と利用環境改善の知識／技能の取得との両面に着目しながら、有用な且つICT活用の最先端を楽しめるテーマを取り上げる。
· “１回に取り上げるテーマを２～３項目に絞り込んで１つずつのテーマにじっくり時間をかけて確実に自分のものにする。そして毎回独立した且つその場で着実に身につけられる内容“の演習をする。

· 「話題提供」「業務紹介」「事例紹介」なども含めた広い対象範囲で情報を交換する機会／場の設置。

· 実施内容

　①　開催日と時間：原則として、毎月第二日曜日　10:00～16:00
　②　会場：犬山国際観光センター“フロイデ”２Ｆ　第三会議室（無線ＬＡＮ機能付き
パソコン持参）

　 　　　　　③  特別会費：1,500円／回（会場使用料、講師謝礼等）

· 地域貢献

· 大垣市緑化審議会委員　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　（國枝　重一　氏）
· 岐阜市都市再生整備計画事業評価委員　　　　　　　　　　　　 　（坪内　恭史　氏）

· 岐阜県研究開発財団　産学官共同研究助成金交付審査委員 （寺崎　　均 　氏）

· 会員構成　　平成27年3月7日時点　　　　　　　　　　　　　　人
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[image: image1.emf]  第２号報告              平成26年度岐阜県技術士会会計報告

　　　　　　　　　　自　平成26年４月１日～至　平成27年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　単位（円）

収入科目

平成26年度予算

平成26年度決算 決算－予算内訳

本部交付金収入

0

年会費収入 645,000

590,000 ▲ 55,000

58人×10千　遠隔地2人×5千

支部補助金収入 140,000

140,000 0

中部本部より

行事参加費

0

自主事業 120,000 128,759 8,759

　　　①業務紹介 120,000 128,759 8,759

ＮＰＯより事務処理協力費

　　　②講演会 0

　　　③広告 0

　　　④セミナー

0

各種資料領布収入 1,000

▲ 1,000

「補・登録用紙」売り上げ

雑収入 264,050 317,015 52,965

　　　①受取利息 50 15 ▲ 35

十六銀行・大垣共立銀行の利息

　　　②雑収入 24,000 73,000 49,000

香典、ゴルフ参加費等立替え分

      ③賛助会費 0

　　　④会運営費 240,000 244,000

4,000

例会費

（年６回分、2千×6×参加者数）

収入合計 1,170,050

1,175,774 ▲ 5,724

前年度繰越金 149,539

149,539 0

昨年度より繰越金

合計 1,319,589

1,325,313

　　　　　　　　　　自　平成26年4月1日～至　平成27年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　単位（円）

支出科目

平成26年度予算

平成26年度決算 決算－予算内訳

事業費 9,000 0

▲ 9,000

　　　①委託事業費 0 0 0

　　　②自主事業費 0 0 0

　　　③名簿作成費 0 0 0

　　　④名簿郵送費 0 0 0

　　　⑤講演会費 0 0 0

　　　⑥見学会費 3,000 0 ▲ 3,000

　　　⑦各種資料購入費 3,000 0 ▲ 3,000

　　　⑧広告費 3,000 0 ▲ 3,000

管理費 1,301,915

1,324,749

　　　①事務委託費 0

　　　②人件費 564,000 540,000 ▲ 24,000

事務員給与（Ｈ26年3月～Ｈ27年3月分）

　　　③会議費 5,000 ▲ 5,000

　　　④旅費交通費 100,815 93,522 ▲ 7,293

事務員交通費（

H26年3月～H27年3月

）

　　　⑤通信運搬費 65,000 57,177 ▲ 7,823

電話代、インターネット代、

郵送費

　　　⑥什器備品費 0 0

　　　⑦消耗品 25,000 4,690 ▲ 20,310

事務用品、他

　　　⑧印刷製本費 15,000 10,029 ▲ 4,971

コピー代

　　　⑨図書費 0 0

　　　⑩水道光熱費 70,000 71,796 1,796

共益費

　　　⑪賃借料 167,000 173,030 6,030

コピー機リース料(\90,766)、家賃(\82,264)

　　　⑫租税公課 100 ▲ 100

銀行利息の税

　　　⑬雑費 70,000 144,505 74,505

振込手数料,　講演会運営費（岐阜大学サテライト

キャンパス6回）

　　　⑭負担金 200,000 200,000 0

岐阜県工業会年会費　10万円

士業連絡協議会年会費　10万円

　　　⑮接待・交際費 20,000 30,000 10,000

香典(会員）、ゴルフ大会参加費

支出合計 1,310,915

1,324,749

13,834

次年度繰越金 8,674

564 ▲ 8,110

合計 1,319,589 1,325,313 5,724

　　　平成26年度の岐阜県技術士会・会計処理に関する全ての帳簿、現金、預金等を精査した結果全て適正でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県技術士会　　　代表幹事　　　寺崎　均　　　　　　　

     　平成26年度の岐阜県技術士会の帳簿類、現金、預金を監査した結果、すべて適正に処理されていることを認めます。

　　　　　　　　　　　   　   平成27年  4月 　27　日　　　　会計監査　　内田　達也　　　　　　高橋　保浩　　　　　　　　


第３号報告　平成27年度活動方針
１．平成26年度の総括
　　岐阜県技術士会から公益社団法人日本技術士会中部本部岐阜県支部への組織変更が主な課題であった。県支部設置について、これまでの経緯と日程は以下の通りである。
2月28日：中部本部役員会で各県支部設置の方針を決定し設立準備の特別委員会を設立。

3月21日：第1回特別委員会を開催

5月17日：第2回特別委員会

4月～7月：各県会員への周知、関連規定の整備など諸準備作業

8月：県支部設置についての各県単位で正会員20名以上の発議書を集め中部本部へ提出。

9月6日：中部本部役員会で審議、承認。その結果を統括本部・総務委員会へ提出。

9月～10月：統括本部から各県正会員宛て、「支部組織の設置に係る賛同確認書」が送
付された。

10月：確認書を中部本部で集計し、10月18日の中部本部役員会で各県正会員30％以上の
賛同があることを確認して統括本部・総務委員会に上程した。

11月20日：統括本部・理事会で正式承認。

平成27年2月～3月：理事、中部本部役員、県支部役員の選挙

平成27年5月16日：中部本部年次大会、各県年設立大会を経て各県支部が正式発足する。
岐阜県は平成27年9月5日に設立大会で正式発足する。
　　岐阜県技術士会としての活動は、年間６回の講演会の開催を主体に会員相互の技術の向上、業務の拡大を図りつつ技術士業務の啓発、発展に寄与することを主な目的として、その達成のために会員間の連絡、協力、親睦を図ってきた。
２．平成27年度の課題と活動方針

　　4月以降、岐阜県支部設立準備会として活動し9月にようやく公益社団法日本技術士会中部本部の県支部として岐阜県支部が発足することになりました。昭和59年に会を結成以来31年間に及ぶ歴史ある岐阜県技術士会から装いも新たに公益社団法人として、公益社団法人日本技術士会として、これまでにも増して会員及び技術士の方々のため、また広く科学技術の向上、社会の発展のため貢献してまいります。
　　①　公益社団法人としての対応の強化（立場をどう生かすか）
　　　　　
岐阜県、市町村の行政施策に支援・協力し、中小企業向け技術専門家派遣、各種制度
の普及・啓発活動、防災・環境保全活動、及び理科教室支援活動等を行う。

　　②　技術士の資質向上の活性化
県支部が会員のための身近な拠点となることで、ＣＰＤ講座、技術者倫理、各種ＷＧ活動、見学会、講演会、セミナー等による技術士資質の向上機会の拡大や、地域の技術関連組織との連携を強化し情報交換活動の活性化を図る。

　　③　技術士の活用促進（技術士としての仕事確保）
　　　　　・公益社団法人として
　　　　　地域の中小企業の抱える課題の解決に向けて産学官と連携し、コーディネート機能の発
揮、地域自治体・中小企業への各種コンサルタンティング活動、研修の実施等により技術
士の一層の活用促進を図る。
　　④　知名度の向上

　　　　　地域自治体、業界団体等に技術士資格の周知を図り、提言や働きかけを行うとともに、戦
略的な広報活動の推進、並びに各種行事や社会貢献活動に関わる情報発信を行い技術
士の知名度向上を図る。

　　⑤　会員の拡大

　　　　　企業内技術者、大学等JABBE認定課程の学生に対して、技術士の魅力をアピールし、
フォーラム・講演会・セミナー等を通じて技術士の活躍事例を発信して、受験者及び会員
の拡大を図る。

【改善案】　
　　　①　講演会の目的を絞る→一般の人々を集める→知名度の向上→技術士の仕事の拡大

· 資質向上のためと

· 一般社会人との技術交流を主体とした講演会の実施

· 中小企業の経営者が興味をもつテーマ
　　　②　技術士の資質向上と活性化
県支部が会員のための身近な拠点となることで、ＣＰＤ講座、技術者倫理、各種ＷＧ活動、見学会、講演会、セミナー等による技術士資質の向上機会の拡大や、地域の技術関連組織との連携を強化し情報交換活動の活性化を図る。

　　　③　技術士の活用促進（技術士としての仕事確保）

　　　　　・公益社団法人として
　　　　　地域の中小企業の抱える課題の解決に向けて産学官と連携し、コーディネート機能の発
揮、地域自治体・中小企業への各種コンサルタンティング活動、研修の実施等により技術
士の一層の活用促進を図る。

【活用促進】
· 士業連絡協議会　　→企業の補助金のアドバイスを売りに出す→発信
　　　　　相談件数　　○○件　　

工業会へのアピール→仕事が増える　　技術士会は技術士の紹介

３．平成27年度の行事予定　
　　①　講演会
　　　　第１回　　5月9日（土）　　岐阜大学サテライト・キャンパス

　　　　第2回　　７月4日（土）　　ハートフルＧ　

　　　　第3回　　9月5日（土）　　岐阜大学サテライト・キャンパス　設立大会

　　　　第4回　１１月7日（土）　　岐阜大学サテライト・キャンパス
　　　　第5回　　１月9日（土）　　岐阜大学サテライト・キャンパス
　　　　第6回　　3月5日（土）　　岐阜大学サテライト・キャンパス
　　②　見学会
　　　　　中部本部の見学会に共催する。　　未定
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[image: image2.emf]1事業活動収入

(1) 会員収入

0

(2) 事業収入 [ 2,000]

571 286 285

   ① 広告料収入

- 0 0 0

地域組織広告料収入

　 ② 参加者収入 1,400

450 225 225

講演会など各種行事の参加者収入

   ③各種資料等頒布収入 400

1 1 0

登録手引、受験手引き等の頒布代金

 　④ 業務斡旋管理収入 200

0 0 0

業務斡旋に係る管理手数料

　 ⑤技術士全国大会収入

0 0 0

　 ⑥日韓技術士会議収入

0 0 0

　 ⑦受託事業収入

120 60 60

(3) 雑収入 [ 325 ]

24 12 12

　①受取利息収入 10

0 0 0

普通預金、定期預金、銀行預金受取利益

　②雑収入 15

0 0 0

会議室使用料など

　③協賛金収入 300

0 0 0

本会事業に協賛し、発展拡大に協力する

企業・団体会費

　④寄付金収入

- 24 12 12

(4) 地域組織活動費収入 [ 6,885 ] 

156 78 78

従前の支部交付金  → 基本活動費(５%)

(5) 地域組織活動補助費収入 [ 3,840 ] 

230 0 230

　①講演会・見学会

開催補助費収入

840

230 0 230

「講演会・見学会開催補助費」収入計上　【統括本部ＣＰＤ補助費】

　②全国大会補助費収入 0

0 0 0

「全国大会開催補助費」収入計上

　③日韓技術士会議補助費収入 0

0 0 0

「日韓技術士会議開催費」収入計上

　④合同セミナー開催補助費収入 0

0 0 0

「合同セミナー開催補助費」収入計上

　⑤地域交流促進補助費収入

- 0 0 0

「地域交流促進費」収入計上

　⑥その他補助費収入 3,000

0 0 0

(「人件費・事務所賃借料」)

事業活動収入　計　　（Ａ）

[ 13,050 ] 981 376 605

２ 事業活動支出

(1) 事業費 [ 12,725 ]

1,470 920 555

　①事業広報費 ( 400 )

6 4 2

　　1)会誌印刷費

- 0 0 0

会報誌の作成費、謝金などを含む

　　2)会誌郵送費

- 0 0 0

HP管理更新費

　　3)インターネット運用費 250

0 0 0

ＨＰ管理更新費

　　4)対外的情報発信活動費 100

3 2 1

出店などの対外情報発信費

  　5)その他広告活動費 50

3 2 1

広告宣伝費

　②普及啓発費 ( 160 )

200 200 0

    1)全国大会補助費

　　2)合同セミナー開催費 0

0 0 0

合同セミナー開催にかかる費用

　　3)関係団体会費 160

200 200 0

関係団体への会費等

 ③ 相互交流費

0 0 0

　　1)地域交流促進費

-

北東3支部技術士交流会、研究業績発表会

　④研鑽費 (3,500 )

230 115 115

　  1)講演会・見学会開催費 3,500

230 115 115

講演会・見学会にかかる費用

　⑤各種資料等作成費 300

0 0 0

収入に計上する各種資料等の仕入・

作成経費

　⑥業務推進費 (8,365)

1,034 601 438

　　1)賃金 1,400

564 282 282

事務職員およびアルバイトなどの給料

　　2)会議費 1,800

5 3 2

会議費など（飲料含む）　役員会費用

　　3)旅費交通費 500

101 51 50

事業推進に係る旅費交通費

　　4)通信運搬費 400

65 33 32

事業推進に係る郵便料金、小包料金等

および貨物の荷作業、運搬費等

     5)消耗品費 300

25 13 12

コピー機使用料及び反復使用に耐えない

物品(1件20万円以下）用紙代等

　　6)印刷製本費 600

15 8 7

事業推進に係る資料等の印刷・製本代

　　7)図書費 100

0 0 0

事業推進に係る図書券の購入費

 　 8)　各種会合費

0 0 0

振り分け科目外行事経、総会（親睦会）含む

    9)光熱水料費 130

70 72 0

事業推進に係る電気・ガス・水道料金 共益費

　10)事務所・賃借料 2,485

167 86 0

事業推進に係る事務所賃借料

　11)賃借料 100

0 42 42

サーバー、パソコンのリース等事業推進　コピー機リース料

に係る賃借料

　12)地域委員会活動費 500

0 0 0

部会、委員会、選挙管理委員会活動費

親睦会費も含む

  13)雑費その他 50

22 11 11

各種税金・慶弔費など

(2）管理費

事業活動支出　計　　（Ｂ） [ 12,725]

1,470 920 555

事業活動収支差額　(A) -(B) [ 325]  [△489] [△363] [△126]

予算費支出　 (E) [ 325]  [ 0] [ 0 ] [ 0]

当期収支差額　※１ [ 0]  [△489] [△363] [△126]※１ ｛(A)+( C)}-｛(B)+(D)+(E)｝　

前期繰越収支差額 [ 19,236]  ※2 ( C )は投資活動収入計で 0 円

次期繰越収支差額 [ 19,236]  [△489] [△363] [△126]　　　(D)は投資活動支出計で　0 円

各県の事業活動内訳 (収入・支出 調書)   [H27年度予算調書]　　　　　　　　　単位　　千円　　　【　岐阜県　】

科　　　目

中部本部

予算

岐　阜　県

[年間］

4月

   ～9月

［現状予算］

10月

   ～3月

［県支部予算］

科　目　の　説　明 (地域組織）


第５号報告　平成27年度　岐阜県支部　組織
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会計幹事 渡邉　直哉 富田　剛　（兼）

支部社会貢献委員会

（支部防災委員会）

大谷　幸一 高木　　智 高橋　保浩（兼）



支部活用促進委員会 安田　義美 中平　真一 佐々木恭助（兼）



支部広報委員会 佐々木恭助 高木　智（兼） 渡邉　直哉（兼） 小林　孝浩



支部研修委員会 田中　秀和 高橋　保浩 中平　真一（兼）



支部企画委員会 田島　暎久 富田　　剛 安田　義美（兼）



支部委員会 支部総務委員会 森川　英憲 大谷　幸一（兼） 田島　暎久（兼）



岐阜県支部幹事 支部委員

委員長 副委員長 委員

役員会


[image: image4.emf]田中秀和 森川英憲

森川英憲

田島暎久 富田　剛

田中秀和

加藤守孝

佐々木恭助

安田義美 中平真一

　

大谷幸一 高木　智

岐阜県支部選出委員

中部活用促進委員会


中部社会貢献委員会

（中部防災委員会）

中 部 企 画 委 員 会


中 部 研 修 委 員 会

岐阜県支部選出委員



岐阜県支部選出の中部本部委員一覧表

役 員 会
地 域 委 員 会

中 部 倫 理 委 員 会

中 部 総 務 委 員 会

中 部 広 報 委 員 会


中 部 機 械 部 会

（機械部門）

中部電気電子情報工学部会

（電気電子／情報工学部門）

中 部 化 学 部 会

（化学／繊維／金属部門）

中 部 建 設 部 会

（建設／農業／森林／水産部門）

（環境／衛生工学／生物工学／原子力･放射線部門）

中部試験事業委員会

中部理科支援小委員会

技術部門別組織

（応用理学／資源工学部門）

中 部 上 下 水 道 部 会

（上下水道部門）

中部

C P D 

小委員会

中部修習技術者支援小委員会

中部企業内技術士小委員会

中部独立技術士小委員会

中部

PL

実践研究小委員会

中 部 航 空 部 会

（船舶･海洋／航空･宇宙部門）

中 部 経 営 工 学 部 会

（経営工学部門）

県 支 部

愛知県支部

岐阜県支部

静岡県支部

三重県支部

※枠内は準備中

中部青年技術士交流委員会

高橋保浩

田中秀和
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